
今回のテーマ「歴史的遺産・建造

物の修復，復元」について原稿集め

で頭を痛めている時，衝撃的なニュ

ースが飛び込んで来ました。韓国の

「南大門」（崇礼門）の焼失のニュー

スです。南大門（崇礼門）は，1398

年に完成，1479 年頃に大きく改修

された他は 1962 年朝鮮戦争後に修

復されただけで，約 600 年の歴史を

持つ韓国国宝第 1号だそうです。テ

レビやネットに流れる焼失後の様子

は，あまりに悲惨で韓国の方々の落

胆はいかほどかと思われます。原因

が放火という点も無念としか言いよ

うがないでしょう。日本にも，1400

年の歴史を誇る法隆寺をはじめ，日

本人の自尊心とも言える多数の歴史

的建造物が存在します。これらを犯

罪や自然災害から完全に守る事は容

易ではないでしょう。

日本には法隆寺の金堂や金閣寺の

再建例があります。おかげで木造文

化財再建技術は世界一のレベルにな

ったと言われているそうです。今回

の出来事によって，歴史的建造物の

保存修復技術の重要度，注目度は，

さらに大きく増すのではないでしょ

うか。さらに，既存建造物の詳細な

情報の保存，再生再建技術という点

にも着目度が増すでしょう。

先日，「最後の晩餐」や「風神雷

神図屏風」等の超高精細なデジタル

画像情報化と複製技術についてのニ

ュースを見ました。同様な対応が建

造物に対しても要求される時代にな

って行くのかなと思います。

ただ，南大門焼失は韓国の方々に

文化財に対する色々な考えを沸き起

こしているようで，保存と再建につ

いて大きな議論になっているようで

す。どのような結論にになるのか興

味深いです。諸行無常，終わりがあ

るから始まる，なんて，どちらかと

いうと日本人好みの感じ方ですね。

なんだか大きな話になりました

が，今回のテーマ，偶然ですがタイ

ムリーだったのかなと思っていま

す。

今回初めて編集担当をさせていた

だき，いつもと少し違う分野の方々

とのコミュニケーションは，久しぶ

りに新鮮な体験でした。中でも，あ

る執筆者の方にご依頼の電話をした

ときに「研究をなりわいにしている

者の社会的責務の一つとして受けま

すよ」とのお言葉には感銘を受けま

した。

最後になりますが，お忙しい中ご

執筆をいただいた皆様には深く感謝

申し上げます。

（岩本・京免）

建設の施工企画　’08. 5102

編 集 後 記

6 月号「700 号記念・海外における建設施工特集」予告
・建設分野における国際協力
・国土交通分野におけるクリーン開発メカニズム（CDM）プロジェクトの現況と将来
・海外建設活動の現況―平成 18 年度（2006 年度）海外建設受注から
・台湾高雄地下鉄CR4 工区建設工事　大都市中心部にて内径 140mの円形連続壁構築
・シンガポール下水道プロジェクトへの取組み　－延長 7.7kmの長距離シールド－
・ラオス　ナムツン２水力発電工事
・トルコボスポラス海峡横断鉄道トンネルの施工　沈埋トンネル部基礎地盤水中均しロボット
・第 2フレンドシップ橋の計画と施工 タイとラオス国境のメコン河に架かる全長 2,050mの国際橋
・世界の長大橋の建設概況
・サハリン 2 LNG積出桟橋の建設
・台湾初の大容量（16 万 KL）PCLNGタンクの施工

No.699「建 設 の 施 工 企 画」
2008年 5月号

〔定価〕1部 840 円（本体 800 円）

年間購読料 9,000 円
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